
第８期介護保険事業計画進捗状況 

 

①．第８期計画における在宅医療介護連携の課題 

②．日常生活圏域と地域包括支援センターの複数設置について 

 

 

①．第８期計画における在宅医療介護連携の課題 

 在宅生活の継続を支援するサービス提供体制の確保が必要 

①市の人口は増加傾向。高齢化率は 2025 年までは少しずつ下降するが 2040 年に

は再び上昇している見込み。また、後期高齢者人口の割合が上昇する見込み 

【図１、図２】 

②要介護等認定者数は増加傾向、認定率は横ばいで推移。重度認定者（要介護３以

上）の割合は増加傾向【図３】 

③認定者数に占める在宅サービス受給者割合も増加傾向にあり、今後の認定者の増

加に合わせて更に増加していくと考えられる【図４】 

④在宅の要介護者で施設等への入所・入居を「検討していない」人は 66％【図５】 

⑤老後の終末期を迎えたい場所は、「自宅」が第１位（50％）【図６】 

 

→在宅生活を継続し最期も自宅で迎えたいと考えている人が多い。重度化や看取り

も視野に含めた在宅サービスを整備していくことが必要 

 

⑥団塊世代が後期高齢者となる 2025 年、団塊ジュニア世代が高齢者となる 2040

年には、人口増とともに介護需要も増大すると考えられる 

⑦「職員数が不足しており、サービス提供量に余裕がない」事業者は 16％【図７】 

⑧介護サービスのうち利用者数・利用回数が増加傾向にあるサービスは、訪問介護、

訪問看護、訪問リハビリテーション、訪問型サービスＡ、通所リハビリテーショ

ン 

⑨事業者が人材マネジメント上抱えている問題の第１位は「介護職員等の確保、募

集、採用」。職員の確保と定着向上における問題点の第１位は「賃金や賞与など金

銭的な処遇条件の改善に限界がある」 

 

→訪問系・通所系サービスの利用が増えており、今後の介護需要の増大に備えた介

護人材の確保のための取組が必要 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 



（人、％）

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2040年

総数 69 ,536 69 ,797 70 ,043 70 ,277 70 ,490 70 ,686 73 ,412

10,258 10,292 10,341 10,360 10,402 10,391 10,936

14.8 14.7 14.8 14.7 14.8 14.7 14.9

43,113 43,315 43,556 43,750 43,964 44,207 44,834

62.0 62.1 62.2 62.3 62.4 62.5 61.1

16 ,165 16 ,190 16 ,146 16 ,167 16 ,124 16 ,088 17 ,642

23 .2 23 .2 23 .1 23 .0 22 .9 22 .8 24 .0

7,913 7,915 7,540 7,208 6,856 6,601 9,050

11.4 11.3 10.8 10.3 9.7 9.3 12.3

8,252 8,275 8,606 8,959 9,268 9,487 8,592

11.9 11.9 12.3 12.7 13.1 13.4 11.7

15～64歳

65歳以上

65～74歳
（再掲）

75歳以上
（再掲）

0～14歳

12.5 12.4 12.0 11.8
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10.8
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12.7 13.1 13.4 
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2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2040年

65～74歳 75歳以上

（％） （実績値） （推計値）

（人）

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

329 370 339 316 305

403 422 432 401 384

438 467 439 456 468

363 382 426 439 450

338 322 348 376 373

300 305 336 340 367

243 201 211 228 233

2,414 2,469 2,531 2,556 2,580

15,446 15,718 15,906 16,108 16,179

清須市 15.6% 15.7% 15.9% 15.9% 15.9%

愛知県 16.1% 16.2% 16.4% 16.7% 17.0%

全国 18.5% 18.4% 18.5% 18.7% 18.8%

要介護４

要介護５

認定者計（A）

高齢者計（B）

認定率

（A/B）

要介護３

要支援１

要支援２
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要介護２

①高齢者人口の将来推計 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②要介護度別認定者数及び認定率の推移 

図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2017年 2018年 2019年

（人） 2,585 2,606 2,629

在宅 （人） 1,342 1,381 1,421

居住系 （人） 101 107 109

施設 （人） 480 481 478

在宅 （％） 51.9 53.0 54.1

居住系 （％） 3.9 4.1 4.1

施設 （％） 18.6 18.5 18.2

認定者数

受給者数

認定者数に

占める受給

者の割合

ｎ=88066.1 17.7 12.4 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 無回答

ｎ=2,75350.4 24.4 12.8 

2.3 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅 病院 介護施設 その他 無回答

ｎ=6315.9 20.6 49.2 14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員数が不足しており、サービス提供量に余裕がない

利用者数が少なく、サービス提供量に余裕がある

サービス需要量とサービス提供量のバランスが取れている

無回答

 

③サービス類型別の受給状況の推移 

図４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④在宅の要介護者の施設入所の検討（在宅介護実態調査より） 

図５ 

 

 

 

 

 

 

⑤終末期の医療・療養について（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査より） 

図６ 

 

 

 

 

 

 

⑦サービス提供状況（サービス事業者調査） 

図７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


